長崎ウエスレヤン大学の実習教育の現状と課題ー相談援助実習に関するアンケート調査結果を通してー by 金 文華 & Wenhua Jin
― 15 ―
［地域総研紀要　14巻１号，Ｐ15－34（2016）（一般論文）］
*    Received January 5，2016
**  長崎ウエスレヤン大学　現代社会学部　社会福祉学科、Faculty of Contemporary Social Studies，Nagasaki





















































































Current Status and Issues of training education of Nagasaki Wesleyan University
―Through the survey results on the consultation aid training―













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     
（１）　実習教育の対象から外れた学生の指導
　本学では実習教育の一定レベルの質を保つた
め、実習指導授業を受けるための要件を設ける
とともに、実習可否を判断するための試験を設
けている。そのため、実習教育を受けられない
或いは実習を行うことができない学生が一定数
存在する。これらの学生には早い段階からの学
習意欲、課題意識の喚起、指導とともに再チャ
レンジに向けての指導等が課題である。
（２）　実習教育の標準化の課題
　本学の実習指導教員の専門分野、実習指導経
験等の違いにより実習指導の標準化を図ること
はまだ課題として残っている。実習教育研究会
で開発されたマトリクスを基に各分野の必要な
知識、技術、重要視すべき価値・倫理等を検討
するとともにその指導方法の研究を進めていく
必要がある。また、それぞれの教員の指導力向
上、教員の共通認識、教員間の連携、一丸と
なって取り組む姿勢、体制作り等も不可欠であ
る。
（３）　社会福祉理論科目、演習科目と相談援助実
施の連携の課題
　実習教育は実習指導授業の中だけでは完結で
きない。理論科目と演習科目との連動が不可欠
である。本学の場合、今まで理論科目と演習科
目との連携が十分行われてなかったが、大学の
カリキュラム改革により科目のモジュール化が
進んでおり、今後モジュール内の科目間の連
動、モジュール間の科目間の連動等が課題であ
る。
（４）　日本学術会議の「大学教育の分野別質保証
のための教育課程編成上の参照基準社会福祉学
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長崎ウエスレヤン大学の実習教育の現状と課題
分野」（2015年６月）の学修方法及び学修成果
の評価方法に関する基本的な考えでは社会福祉
教育では多様な学修方法が用いられ、それらが
有機的な関連性をもって提供されることによっ
て、個人と社会の幸福の追求に関する価値、倫
理、理論、方法に関する知識・スキルを含めた
福祉マインドの習得が可能になると指摘すると
ともに大学のみならず関係機関や地域との密接
な連携を図るとともに、保健学、医学、看護
学、教育学などの隣接教育との連携も重要であ
るとの見解を示している。基盤教育における基
礎教養知識と実習教育の連携、体験学習と実習
教育の連携の課題基盤教育の学習成果を実習教
育に繋げる仕組みの検討も必要である。
（５）　社会福祉養成校協会の相談援助実習指導ガ
イドライン、相談援助実習ガイドライン、相談
援助実習評価表の指導内容への盛り込み及び活
用が必要である。しかし、日本学術会議の「大
学教育の分野別質保証のための教育課程編成上
の参照基準社会福祉学分野」（2015年６月）で
指摘されているように専門教育の成果は、単な
る知識の総量で測量することができない要素を
多く含んでおり、評価においては、各場面に応
じた個別的な学修目標の設定と多様な指標やア
プローチによる評価方法の採用が求められるた
め、実習評価表だけではなく、実習指導の段階
的な学習目標、学習内容、具体的な指導方法の
更なる充実、学習段階ごとの評価表の開発、学
習ツールの開発等も必要である。また、引き続
き実習担当者懇談会の実施、実習機関・施設の
関係者アンケート調査等により教育効果測定を
図るとともにその成果を実習教育へ反映してい
く必要がある。
（６）　相談援助実習教育を効果的に展開するた
め、実習機関・施設との連携による指導が一層
求められる。実習教育は実習指導教員と実習生
の２者間で成立するものではなく、現場の実習
指導者及び実習機関・施設の関係者の協力、実
習機関・施設の利用者の協力が不可欠である。
そのため、実習生の主体的、能動的な参加とと
もに、実習機関・施設の基本プログラム及び個
別プログラムの協働開発・実施等による体系的
な支援が必要である。
４．おわりに
　本学では2012年度より戦略的マネジメント・シ
ステムの導入により課題を抽出するとともに今後
の戦略マップを作成し順次教育改革に取り組んで
来た。平成27年度には、教育・学習支援プログラ
ムをアクティブ・ラーニングの観点から再構築
し、学生の主体的・能動的学習の習慣づけと、多
様な体験と学びをキャリア形成・自己実現へ統合
する力を育成することを目的とした新カリキュラ
ムがスタートしている。社会福祉学科においては
このような動向を踏まえ、初年次教育における読
み書き等基礎教養知識の定着、基盤教育における
実践体験と実習教育の連携のあり方、社会福祉専
門教育のあり方等の研究に着手している。今後も
上で述べた課題を踏まえ本学の特色を生かした相
談援助実習教育のあり方を探究する必要がある。
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